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第 2章では, 乱れの統計的性質, すなわち, 確率分布, 相関およびスペクトルを開水路水理学の立場よ
り論じ, 開水路水流における乱れでは, 水路幅と水深との比が重要な要素となることを明らかにした｡
第3章では, 開水路水流の Reynolds数がきわめて大きいことから, その相似性に着目して, 乱れの強
さ, 平均スケールならびにエネルギー逸散率に関する普遍閑数表示を検討した. その結果と従来の研究成
果とを比較してそれらの優劣度を明らかにした｡






















































かにした｡ また, 乱れの測定にともなう資料処理の簡易化を行なうには, ある程度の大きさの平均評価時
間をもつ計測を繰り返し, その期待値をとればよいことを示した｡
3.計測資料より各種の乱れ特性量を評価するには, スペクトルによる方法が望ましいことを明らかに
した｡ とくに, 開水路水流は乱れ構造を支配するスケールが多重性であるから, この方法が有利となるは
ずである｡
(3) 実験的研究による乱れの水理学的特性について









である｡ 得られた多くの注目すべき成果は, いずれも基礎的なものであるが, それらの開水路水理学なら
びに河川工学における応用はきわめて広汎にわたり, 学術上 ･実際上寄与するところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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